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人口と世帯三｀
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f女：名t
！世浮究，

1昭和41年 (llJJ和昭和46年 (]]月和 昭和51年(11月未）

2,738人 2,233人 2,047人

2,914人 2,299人 2,127人

5,652人 4.532人 4,174人

1,248世帯 1,158世帯 1,106世帯

転入した人

転出した人

層eの999土竃考えるI

心
か
よ
う
地
域

0
や
さ
し
い
心
を

0
国
旗
を
か
か
げ
よ
う

18人

9人

（
「
大
切
に
」
逼
動
一
月
の
目
標
）

公共施設

1
 

す

べ

て

の

仕

事

に

し

め

く

く

り

が

大

切
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

適

切

な

時

期

に

し

め

く

く

り

を

つ

け

ず

、

ず

う

ず

う

べ

っ

た

り

で

お

く

と

い

く

ら

優

秀

な

仕

事

で

あ

っ

て

も

、

し

ま

り

の

な

い

も

の

と

な

り

そ

の

評

価

は

低

い

も

の

と

な

り

ま

す
。

町

の

仕

事

も

同

じ

こ

と

で

す
。

す

な

わ

ち

年

度

は

じ

め

に

キ

チ

ン

と

仕

事

の

計
画
と
、
そ
れ
に
必
要
な
経
費
の
収
支
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
予
算
」

を

編

成

し

て

、

そ

れ

を

基

に

仕

事

を

す

す

め

て

い

る

わ

け

で

す

か

ら

き

ま

っ
た

時

期

に

し

め

く

く

り

を

つ

け

、

そ

の

結

果

を

見

極

め

る

こ

と

が

重

要

な

意

義

を

も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
こ
と
が
「
決
算
」
で
す
。

こ
の
よ
う
に
決
算
は
単
な
る
数
字
の
安
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
堅

整
理
を
つ
け
る
だ
け
の
も
四
ふ
昇
芯
仕
実
財
政
の
裏
付
け
で
な
さ
れ
た
も
の
で

事
の
し
め
く
く
り
を
つ
け
、
そ
の
成
果
を
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
道
路
建
設
や

見
極
め
て
さ
ら
に
今
後
の
指
標
と
な
る
集
会
所
の
建
設
の
財
源
が
無
計
画
な
借

役
割
を
も
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
町
の
施
策
金
で
あ

っ
た
り
、
余
裕
が
あ
る
か
ら
と

の
起
謡
呻
で
あ
り
、
行
政
の
良
し
悪
し
を
い
っ
て
支
出
の
拡
大
を
し
て
い
た
の
で

き
め
る
成
績
書
と
も
な
る
わ
け
で
す
。
は
今
後
の
行
き
づ
ま
り
を
決
定
的
に
す

道
路
や
集
会
所
等
の
公
共
施
設
が
ど
る
わ
け
で
良
い
行
政
と
は
い
え
な
い
で

れ
だ
け
出
来
た
か
、
老
人
医
療
や
年
金
し
ょ
う
。
や
は
り
健
全
な
財
政
で
公
共

等
の
福
祉
が
い
か
に
充
実
さ
れ
た
か
な
施
設
の
充
実
、
福
祉
の
拡
大
が
達
成
さ

ど
は
、
行
政
の
良
し
悪
し
を
き
め
る
日
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
月
は
肱
川
町
の
成
績
書
を

ひ
も
と
き
、
過
去
十
年
間
の
行
財
政
の

足
跡
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

先
ず
第

1
表
を
見
て
み
ま
し
ょ
う。

こ
れ
は
、
国
保
や
、
水
道
等
の
特
別
会

計
を
除
い
た

一般
会
計
の
決
算
総
額
を

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。

昭
和
四

一
年
度
を

一
0
0
と
し
て
の

歳
出
指
数
は

一
0
年
後
の
昭
和
五
0
年

度
に
は
七
三
九
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

の
財
政
は
約
七
倍
と
拡
大
き
れ
た
わ
け

で
す
。

歳
入
と
歳
出
の
関
係
を
み
る
と
、
い

ず
れ
の
年
も
歳
入
が
歳
出
を
上
回
り
、

そ
の
年
の
黒
字
決
算
を
物
語
っ
て
お
り

ま
す
。

一
応
は
堅
実
な
運
営
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の
グ
ラ
フ
で
前
年
度
に
比

べ
大
き
く
伸
び
た
年
を
見
る
と
、
昭
和

四
三
年
の
五
二
％
を
筆
頭
に
四
五
年
度

四
三
％
、
四
七
年
度

1
四
九
年
度
の
二

四
％
ー
三
九
％
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

前
年
は
高
度
成
長
期
に
あ
り
、
又
、
後

半
は
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
平
均
二
三

・

-％
の
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

農
林
構
事
業
で
規
模
拡
大

そ
れ
で
は

一
0
年
間
に
町
の
行
政
は
他
身
近
な
対
策
と
し
て
、
テ
レ
ビ
受

何
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
年
の
信
施
設

（
四
か
所
）
水
道
施
設

（七

主
な
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
。
か
所
）

四
一
年
度
ー
—
格
別
大
き
い
事
業
は
な
四
五
年
度

1

生
涯
敦
育
を
目
指
し
て

い
が
中
居
谷
を
皮
切
り
に
地
籍
調
査
公
民
館
建
設
、
（
決
算
総
額
の
二
三

が

始

ま

る

。

％

嚢

林

構

、

下

鹿

野

川

、

共

栄

集

会

所

四
二
年
度
ー
ー
侍
望
の
歯
科
診
療
所
鹿
大
谷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
築
、

野
川
に
開
設
さ
れ
た
。
農
村
自
動
電

道

路

新
設
等
々
建
設
事
業
が
拡
大
き

話
が
大
谷
、
小
藪
地
区
に
開
通
、
山
れ
る

一
方
、
健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
、

振
事
業
開
始

（中
津
）、
故
山
田
庄
太
患
者
輸
送
車
の
設
置
、
児
童
手
当
の

郎
先
生
の
双
光
旭
日
章
、
名
誉
町
民
支
給
開
始
等
福
祉
面
も

一
段
迄
加
夫
、

章
受
賞
祝
賀
会
等
の
朗
報
の
反
面
干
こ
の
年
保
養
セ
ン
タ
ー
着
工
。

ば
つ
の
年
と
な
り
干
害
対
策
で
溜
池
四
六
年
度
ー
ー
全
国
の
鵬
校
生
を
集
め

一
五

か

所

改

修

。

て

イ

ン

タ

ー
ハ
イ
開
催
。
保
養
セ
ン

四
＝
＿
年
度
農
林
家
の
所
得
増
強
の

タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
、

国
道

一
九
七
号
そ
れ
で
は
、
町
の
財
涼
は
ど
う
な
っ
る
金
（
自
主
財
涼
）
は
全
体
の

一三

・

た
め
農
林
構
事
業
の
本
格
的
開
始
線
（
当
時
県
道
）
の
舗
装
も
完
了
。
て
い
る
の
か
を
「
第

2
表
」
の

mを
見

一
％
で
す
。
残
り
八
六
・
九
％
は
国
や

（
予
子
林
桑
園
、
汗
生
林
道
着
工
）
、
こ
の
年
老
人
医
療
費
の
無
料
化
実
現
て
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
県
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金
及
び
備
入

肱
川
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
も
行
わ
い
よ
い
よ
高
福
祉
時
代
の
到
来
°
先
ず
町
税
は
九
月
号
で
お
知
ら
せ
い
金
（
依
存
財
涼
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

れ

た

。

四

七

年

度

|

|

町

行

政

の

隔

週

々

休

二

た
し
ま
し
た
よ
う
に
一

0
年
間
で
金
額
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
等
は

ニ
ニ
・
―
―-

四
四
年
度
ー
正
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
日
制
ス
タ
ー
ト
。
土
曜
日
も
終
日
勤
は
約
二
倍
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
規
模
倍
と
な
り
構
成
比
も
大
巾
に
拡
大
し
て

ー
新
築

（
山
振
）、
農
構
は
予
子

林

中

務

体
制
と
な
る
。
農
林
会
館
も
完
成
拡
大
著
し
い
決
算
総
額
に
対
し
そ
の
割
い
ま
す
。

津
地
区
の
桑
園
、
林
構
は
汗
生
林
道
農
林
家
の
新
し
い
拠
点
が
で
き
た
°
合
は
年
々
低
下
し
、
昭
和
五
0
年
度
は
こ
れ
は
、
建
設
事
業
、
農
林
構
事
業

の
建
設
、
寝
た
き
り
老
人
の
た
め
ホ
町
民
プ
ー
ル
、
岩
谷
テ
レ
ビ
受
信
施

一
0
年
前
の
四
分
の
一
に
な
り
ま
し
た
。
等
と
積
極
的
な
推
進
や
、
老
人
医
療
等

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

一
人
を
置
く
。
そ
の
設
、
集
会
所
等
の
厚
生
施
設
の
充
実
そ
の
他
の
分
を
含
め
て
町
で
調
達
で
き
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
た
も
の
で
す
。
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入
金
は
昭
和
四
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

一
政
府
の
辺
地
、
過
疎
対
策
、
昭
和
五
0
年

戦
後
始
め
て
の
任

一

-
度
の
不
況
対
策
等
も
影
響
し
大
き
く
伸

一

期
滴
了
に
よ
る
第
一――

ー

第

一1

第
一――

第

四

第

五

第

六

第

七

it

叩
び
て
い
ま
す
。

一
率

呻
こ
の
よ
う
に
町
税
等
の
自
主
財
瀕
が

-

票

四

回

衆

議

院

議

員

選

疇

二

ご
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（
喜
公
）（
罰

集
）（
大
京
）
（
中
蛋
）
（
平
林小
）（
欝

菖
）

一叩
少
な
く
、
国
の
対
策
と
は
い
え
国
等
へ

叫

几

又

挙

は

、

十
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月
石
FJ
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0
花
木
を
育
て
る

決
算
額
は
七
倍
に

と
第 1表
;;; 
（｛思、）

建設事業に重点
～財政からみた町の10年～

決算額の移り変わり（昭和41-50年度）

［！ 

年度 41 I 42 I 43 I 44 I 45 I 46 I 47 I 48 I 49 I 50 

歳入 110I 1321198 I 217 I 307 I 307 I 411 I 503 I 687 I 827 
歳出 109I 128 I 194 I 208 I ~~17 l 297 I 389 I 485 I 676 I 806 

伸率 17 I 52 I 7 I 4:1 I o I 31 泌 39 I 19 

指数 100I 117 I 178 I 191 I 272 I 272 I 357 I 445 I 520 I 739 

41 

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
町
道
の
改
良
舗

装
に
行
政
の
重
点
が
う
つ

っ
た
。

四
八
年
度
ー
河
辺
、
宇
和
川
、
大
谷

の
三
か
村
合
併
以
来
一
―1
0
年
。
そ
の

発
展
を
祝
っ
て
記
念
式
典
挙
行
。
零

才
児
医
療
費
給
付
の
開
始
、
救
急
車

の
配
置
等
新
た
な
福
祉
事
業
と
共
に

農
家
の
基
盤
整
備
の
た
め
に
大
谷
地

区
に
お
い
て
二
次
農
構
が
始
ま
っ
た
。

齋
城
の
地
区
道
完
成
、
菟
野
尾
農
道

の
着
手
は
地
区
民
に
と
り
待
望
久
し

い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

四
九
年
度
ー
ー
物
か
ら
心
に
、
「
大
切
に
」

自
主
財
源
は

第2表

決
算
は
行
政
の
成
績
書

決算内容の移り変わり

(1) 

年度

50 

47 

44 

歳 入

単位％

9. 

三
％

44 巨1~唱7.8饂餞巡妙‘• .\~111111燐" 'i3I I I I I I I I I I I I I I計 1.9 

41 

(2) 歳 出

0.6 

そ
の
他

運
動
が
こ
の
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
前

年
く
れ
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

物
価
高
騰
が
こ
の
年
か
ら
大
き
く
影

響
し
は
じ
め
る
。
し
か
し
、
町
で
は

「
大
切
に
」
運
動
の
趣
旨
に
そ

っ
て

節
約
す
る

一
方
、
計
画
的
予
算
執
行

に
よ
り
、
農
林
構
の
推
進
、
町
道
の

舗
装
、
正
山
小
プ
ー
ル
、
町
民
運
動

場
の
設
置
、
又
、
水
道
や
集
会
所
等
身

近
な
施
設
の
建
設
は
順
調
に
完
成
。

五
0
年

度

|ー
国
勢
調
査
実
施
、
四
五

年
度
に
比
べ
六
0
二
人
（
八
・
七
％

減
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
公
共
施
設
の
仕
上
げ
と
も

い
う
べ
き
庁
舎
建
設
の
開
始
。

公
民
館
は
本
館
を
は
じ
め
各
分
館
も

完
成
。
各
部
落
集
会
所
も
大
半
完
成
、

学
校
施
設
も
充
実
、
道
路
舗
装
も
着

々
進
行
。
自
分
の
館
は
周
辺
の
施
設

が
完
成
し
て
か
ら
（
町
長
の
考
え
）
ど

お
り
重
要
な
施
設
の
概
ね
最
後
の
施

設
と
し
て
庁
舎
建
設
が
纏
エ
さ
れ
た
。

以
上
が
私
た
ち
の
肱
川
町
の

一
0
年

の
歩
み
で
す
。

「第
2
表
」の
②
を
見
れ

ば
わ
か
る
よ
う
に
、
肱
川
町
は
後
進
地

域
と
し
て
の
脱
皮
を
は
か
る
た
め
、
公

共
施
設
の
充
実
を
目
標
と
し
、
建
設
事

業
に
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。
歳
入
で
国
県
支
出
金

や
借
入
金
が
増
え
て
い
る
の
も
そ
の
た

め
と
い
え
ま
す
。

0

「農
家
へ
お
嫁
さ
ん
を
」
、
と
当
町
農

業
委
員
会
で
は
、
委
員
十
四
人
と
民
生

委
員
な
ど
九
人
を
相
談
具
に
委
嘱
し
て

結
婚
相
談
所
を
開
設
。
ス
タ
ー
ト
し
て

．
．
．
 

す
で
に
三
か
月
、

ニ
ー
三
人
の
縁
結
の

神
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（結
婚
相
談
所
運
営
協
議
会

1
1
/
8
)

0

「
成
人
病
予
防
は
食
事
か
ら
」
栄
養

学
級
は
、
共
栄
で
も
、
大
谷
で
も
好
評
。

こ
と
し
か
ら
岩
谷
地
区
で
も
開
講
。
栄

．． 

養
の
知
識
と
集
い
通
し
て
連
帯
感
の
高

揚
に
期
待
。

（岩
谷
栄
養
学
級
開
講
式

11/19
)

0
町
内
の
し
い
た
け
際
木
林
は
七
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル、

三
五、

0
0
0
立
方
米

の
原
木
が
資
源
。

年
間
平
均
四
、
0
0
0
立
方
米
ー
四
、

五
0
0
立
方
米
の
原
木
を
消
費
°
樹
令

十
三
年
と
し
て
十
五
％
が
不
足
の
現
状
。

く
ぬ
ぎ
林
造
成
の
た
め
に
槙
極
的
助
成

を
検
討
中
。．
．
．
 

町
木
あ
か
松
は
、
松
ク
イ
虫
の
大
受

難
‘
＜
ぬ
ぎ
に
と

っ
て
か
わ
る
の
で
は
。

（農
林
業
対
策
会
議

11/19)

〇
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
と
、
墓
地
は
、
県
知
事
の
許
可
が
な

け
れ
ば
新
設
で
き
な
い
。
県
は
、
市
町

村
、
又
は
宗
敦
法
人
以
外
は
許
可
し
な

い
と
い
う
。

国
土
調
査
に
よ
る
と
、
町
内
に
墓
地

は

一
、
0
0
0
筆
以
上
あ
る
。
保
健
所

の
墓
地
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の

は
三
三
六
筆
で
あ
る
。
土
地
台
帳
の
墓

地
と
墓
地
台
帳
の
差
は
、
登
録
も
れ
か
、

無
許
可
墓
地
か
。
こ
の
法
律
の
施
行
（昭

和
二
十
三
年
）
以
後
新
設
さ
れ
た
も
の

は
、
無
許
可
墓
地
と
い
え
る
。

「
墓
地
の
新
設
方
法
は
な
い
か
」
な
ど

身
近
か
な
意
見
、
要
望
続
出
。

（大
谷
地
区
お
茶
の
間
懇
談
会
11/29
)

0
山
の
上
に
も
人
家
は
あ
る
が
、
防
火

用
水
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
急
傾
斜
の

多
い
わ
が
町
。
河
辺
川
の
水
を
大
駄
場

へ
、
ポ
ン
プ
三
台
の
連
結
放
水
訓
練
、

消
防
団
員
に
深
謝
。
「
火
災
は
人
災
、

防
ぐ
は
あ
な
た
。」
な
に
よ
り
も
、
火
災

を
出
さ
な
い
注
意
が
第

一
。

（防
火
デ
ー
1
2
/
1
)

〇
低
調
ム
ー
ド
と
い
わ
れ
た
衆
議
院
議

興
選
挙
。
当
町
で
は
、
史
上
最
高
の
九

一
・
九
五
％
の
投
票
率
で
激
戦
を
示
し

た。

（衆
議
院
議
員
選
挙
1
2
/
5
)
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ぼ
く
の
家
は
、
お
母
さ
ん
が
、
い
つ
も
ぼ
く
に
味
方
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
こ
ん
な
お

お
父
さ
ん
と
お
母
を
す
る
の
で
、
姉
ち
ゃ
ん
は
お
こ
っ
て
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

き
ん
と
姉
ち
ゃ
ん
も
ん
く
を
い
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
、
お
ぼ
く
の
兄
弟
は
、
姉
ち
ゃ
ん
と
ニ

と

ぼ

く

の

四

人

家

族

で

す

。

母

さ

ん

は

人

だ

け

な

の

で

、

ぼ

く

は

、

友

だ

ち

お
父
さ
ん
は
、

一
年
の
う
ち
半
分
「
お
姉
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
ろ
う
」
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
き
た
く
て
た

以
上
は
、
出
か
せ
ぎ
に
行

っ
て
い
ま
と
大
声
で
し
か
り
ま
す
。
ま
り
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
は
、
い
つ
も

す
。
お
母
さ
ん
は
、
お
父
さ

ん

の

る

ぼ

く

は
、
勉
強
は
あ
ま
り
好
き
で
は
自
転
車
で
遊
ん
で
い
る
の
で
、
ぼ
く

す
の
間
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
仕
事
を
や

あ
り
ま
せ
ん
。
夜
は
、

三
人
で
テ
レ
ビ
も
自
転
車
に
の

っ
て
行
き
た
い
の
で

り
、
い
そ
が
し
そ
う
に
、
い
つ
も
鋤
を
見
ま
す
。
ね
る
前
、
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
が
、
自
転
車
を

い

て

い

ま

す

。

「

宿

霞

わ

す

れ

た

」

も

っ
て
行
こ
う
と
す
る
と
、

姉
ち
ゃ
ん
は
五
年
生
で
す
。
ぼ
く
と
い
う
と
、
お
母
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
を
「
あ
ぶ
な
い
け
ん
い
け
ん
ぜ
」

は
、
姉
ち
ゃ
ん
と
、
よ
く
口
げ
ん
か
を
や
め
て
、
宿
題
を
お
し
え
て
く
れ
ま
す
。
と
い
っ
て
、
お
母
さ
ん
は
ぜ
っ
た
い

し
ま
す
。
で
も
、
い
つ
も
勝
つ
の
は
ぼ
で
も
、
ぼ
く
は
ね
む
く
な

っ
た
の
で
ゆ
る
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

く
の
方
で
す
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
に
お
「
あ
し
た
の
朝
す
る
」
ぼ
く
は
、
こ
ん
な
時
の
お
母
さ
ん

母
さ
ん
が
つ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
と
い
う
と
、
お
母
さ
ん
は
答
を
か
い
は
大
き
ら
い
で
す
。

孜t{注目
-3-

た
く
わ
え
は
心

eゅ
と
り

ー
小
学
校
二
年
男
子
ー

嘉ア募集

陸、；罹空自衛官
常時受付中

愛
媛
県
の
最
低
賃
金
が
十

一
月
三
十
日
か
ら
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

0

二日

一
、
几
五
0
円

一
時
間

二
四
四
円

し
た
が
っ
て
、
こ
の
金
額

未
満
の
賃
金
で
労
鋤
者
を
府

〇
乳
児
健
康
相
談

と
き

一
月
十
日

+
――一
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ

肱
川
町
公
民
館

0

不
用
犬
の
回
収

と
き

一
月
十

一
日

八
時
半
ー
十

一
時

と
こ
ろ
肱
川
町
役
場

〇
妊
婦
健
康
相
談

と
き

一
月
十
三
日

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

0

不
燃
物
収
集

収
集
日

一
月
十
四
日`

 

収
集
地
区
鹿
野
川
地
区

大
谷
地
区

（
町
民
課
）

5
 

郵
便
番
号
制
は
郵
便
事
業
の
合
理

化
、
近
代
化
を
図
る
目
的
で
昭
和
43年

7
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
今
年
で

9
年

目
を
迎
え
ま
す
。

郵
便
物
の
区
分
は
す
べ
て
の
郵
便
物

を

一
通

一
適
人
手
で
区
分
し
て
お
り
ま

し
た
が
郵
便
番
号
制
の
実
施
に
よ
り
機

械
を
使

っ
て
大
量
の
郵
便
物
を
早
く
区

様枝が読めない絆便杏号パ列

疇

B
e糧

つづげた字

lエみ出た客
かすれた客
小さい客

っぷれた字
jさ・らわしい字

太すざる字

疇且□
”ーロロ
曰囚屈□［］
ロロローロロ
日0ロ□ロ
囚日四ロロ
[Z]切図•ロロ

11く
の
高
か
富
さ
ん

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
印
刷
、

窯
業
等
、
八
業

種
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
こ
と
に
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
労
勁
基

準
同
か
労
鋤
基
準
監
督
署
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

0
年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集

収
集
し
な
い
日

十
二
月
三
十

一
日
⑤

一
月
四
日
閲

収
集
す
る
日

十
二
月
二
十
八
日
閲

十
二
月
三
十
日
困

一
月
五
日
困

一
月
七
日
⑤

そ
の
他
は
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
に

収
集
し
ま
す
。

（

町
民
課
）

十
二
月
二
十
五
日

宮
本
・
下
石
相
談
員

一
月
五
日

長
田
・
坂
本
相
談
貝

一
月
十
五
日

楠
野
・
山
中
相
談
員

一
月
二
十
五
日

佐
久
保
・
戒
野
相
談
員

受
付
九
時
ー
十
六
時

場
所
肱
川
町
公
民
館

（肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

脳
卒
中
の
危
険
信
号

電
話
を
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
す
ぐ
に

言
葉
が
出
て
こ
な
か

っ
た
、
片
目
が
見

え
な
く
な
っ
た
な
ど
、
こ
く
さ
さ
い
な

こ
と
が
危
険
信
号
に
な

っ
て
い
る
の
で

す
。

一
年
中
で
、
い
ち
ば
中
や
、
興
奮
し
た
あ
と
に
よ
く
お
こ
り

血
庄
を
気
に
す
る
事
も
大
切
で
す
が
、

ん
寒
い
季
節
、
脳
卒
中
ま
す
°
重
い
場
合
は
突
然
意
識
を
失
い
、

血
圧
の
日
々
の
変
動
に

一
喜

一
憂
す
る

が
心
配
に
な
る
シ
ー
ズ
け
い
れ
ん
、
手
足
の
マ
ヒ
等
が
お
こ
り
、

の
で
な
く
、
長
期
的
に
み
た
大
き
な
変

ン
と
な
り
ま
し
た
。
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
軽
い

化
に
気
を
つ
け
、
医
師
の
指
示
の
も
と

脳
卒
中
と
い
う
の
は
、
脳
の
血
管
が
場
合
は
め
ま
い
と
か
、
意
識
が
ぼ
ん
や

に
降
庄
剤
を
上
手
に
つ
か
い
、
健
康
管

破
れ
て
出
血
す
る

（
脳
出
血
）、
脳
の
血
り
す
る
程
度
で
お
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

理
を
お
こ
た
ら
な
い
こ
と
で
す
。

管
が
だ
ん
だ
ん
せ
ま
く
な
っ

て
閉
鎖
し
す
。

し
ず
れ
に
し
て
も
「
年
を
と
っ
た
の

て
し
ま
う
（
脳
血
栓
ー
の
う
け
つ
せ
ん
）、
脳
寒
栓
や
脳
血
栓
は
夜
間
に
発
作
が
、
‘

だ
か
ら
、
血
庄
が
高
く
な
っ
た
り
、
足

脳
の
血
管
が
血
液
の
か
た
ま
り
で
ふ
さ
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ほ
ど
急
激
に

が
弱
く
よ
ろ
め
く
の
は
当
り
前
。
目
が

が
っ
て
し
ま
う
（
脳
寒
栓
~
う
そ
く
お
そ
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
す
む
の
も
老
眼
だ
ろ
う
」
な
ど
と
軽

せ
ん

）
な
ど
の
た
め
に
お
こ
る
も
の
で
こ
の
よ
う
な
脳
卒
中
の
発
作
は
、
あ

く
考
え
ず
、
お
か
し
い
と
思
う
心
あ
た

す

。

る

日

突

然

に

、

と

い

う

の

で

は

な

く

、

り
が
あ
っ
た
ら
く
わ
し
い
検
査
を
受
け

発
作
の
症
状
は
、
お
こ
っ
た
病
巣
の
必
ず
、
危
険
信
号
、
な
ん
ら
か
の
前
ぶ

ま
し
ょ
う
。

大
き
さ
、
広
き
な
ど
に
よ
っ
て
ち
が
い
れ
が
あ
る
も
の
で
す
。

今
は
よ
い
薬
も
あ
り
ま
す
し
、
治
療

ま
す
が
、
大
ざ
っ
ぱ
に
い
う
と
脳
出
血
た
と
え
ば
、
歩
い
て
い
て
片
足
が
し

法
も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
危
険
信
号
の

の
発
作
は
蜃
間
が
多
く
、
働
い
て
い
る
最
び
れ
た
、
め
ま
い
、
頭
痛
が
あ
っ
た
、

段
階
か
ら
対
策
を
ほ
ど
こ
し
て
お
け
ば
、

昔
の
よ
う
な
悲
劇
を
お
こ
さ
な
く
て
も

す
む
の
で
す
。

分
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
械
は
手
書
き
の
郵
便
番
号
を

自
動
的
に
読
み
と
り

一
時
間
に
約
二
万

四
千
通
の
郵
便
物
を

一
0
0
方
面
に
区

分
け
で
き
る
も
の
で
、
現
在
全
国
の
主

要
郵
便
同
に
九
二
台
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。現在
郵
便
番
号
は
み
な
さ
ま
の
こ
協

力
に
よ
り
九
五
・
五
％
の
郵
便
物
に
記

入
さ
れ
て
お
り
区
分
け
作
業
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
に
大
変
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
次
の
例
の
よ
う
に
書
か
れ
る

と
機
賊
で
区
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
郵
便
番
号
は
郵
便
局
か
ら
お

願
い
し
て
い
る
書
体
で

一
字
ず
つ
は
っ

き
り
書
く
よ
う
こ
協
力
下
さ
い
。

な
お
郵
便
番
号
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
と
都
道
府
県
名
は
省
略
で
き
ま
す
。

経済的に安定し、各

種技術が修得できる。

また高校、大学進学を

奨励している自衛隊で、

あなたの力を1申ば して

みませんか。

真の男の職場、

自衛隊こそ君の職場だ

言羊しいことは肱川町

役場か自衛隊（大；州

募集事務所）

(Tel08932-4 -4123) 
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十
二
月
l

日
か
ら
戸
籍
法
が
改
正
さ

れ
、
戸
（
除
）
籍
の
請
求
手
続
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

曰、

戸
籍
の
閲
覧
制
度
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

嗅

他
人
の
戸
籍
謄
抄
本
を
請
求
す

る
と
き
は
、
使
用
目
的
を
申
請
書
に
記

載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

請
求
事
由
が
正
当
な
利
害
関
係
が
あ
る

場
合
に
限
り
交
付
い

た
し
ま
す
。

:‘ §J、ゞ‘
は

＼

／

し

た

が

っ
て
、
自

記

分

の

戸

籍

謄

抄

本

を

グ
5

他

人

に

胃

員

竺凶[
詈
[
〗
I
v
o

ぃF、ゞ
Cp

〗
~
]
の
他
、
官

公
署
や
、

弁
護
士
、
代
書
人
等
が
職

務
上
請
求
す
る
場
合
は
、

使
用
目
的
は
問
い
ま
せ
ん
。

国
、
申
請
書
に
偽
り
を

記
載
し
た
り
、
不
正
な
手

段
で
他
人
の
戸
籍
謄
抄
本

の
交
付
を
受
け
る
と
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
（
町
民
課
）
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i

農
業
委
員
会
委
員
の

ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
一

務
を
営
む
者
。

i

選
挙
権
を
有
す
る
方
へ

②、

10ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
一

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
i

人
の
組
合
員
又
は
社
貝
。

i

i

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

登
載
申
請
書
は
、
部
落
長
を
通
じ
、
一

i

名

簿

の

登

載

申

請

に

つ

い

て

一
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
今
年
中
に
有
資
格
者
に
配
布
す
る
予
i

i

は
、
毎
年

1
月
1
日
で
調
整
す
る
こ
定
で
す
。

i

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
i

i

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
い
と
選
挙
の
際
、
投
票
す
る
こ
と
が
i

二
醤
を
有
す
る
者
は
、
昭
和
52年
3

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
有
資
格
者
は
、
一

一
月

31日
現
在
で
満
20歳
以
上
の
者
で
、
も
れ
な
く
申
請
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

i

選
挙
管
理
委
貝
会
一

―
つ
ぎ
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
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工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
に
属
す

る
す
べ
て
の
事
務
所
を
対
象
と
し
て
、

毎
年
12月
31日
現
在
で
調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造
業
の

す
が
た
や
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
調
査
の

結
果
は
国
民
生
活
の
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
秘
密
は
、
法
に
よ
り
厳

重
に
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
課
税
の
た

め
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
．

近
日
中
に
調
査
員
が
お
願
い
に
あ
が

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
こ
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和

51
年
度

↓
業
統
計
調
査
の
お
願
い

いるいるな編祉調塵 (1)

た
だ
し
、
障
害
福
祉
年

金
や
老
令
福
祉
年
金
以
外

の
、
国
民
年
金
、
恩
給
、

人

※
児
童
扶
養
手
当

◎
手
当
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
る

児
童
扶
養
手
当
は
、
父

親
が
い
な
い
か
あ
る
い
は

父
親
が
身
体
障
害
者
（

一

級
ー
ニ
級
）
の
場
合
に
家

庭
の
児
童
の
心
身
を
す
こ

や
か
に
成
長
さ
せ
る
た
め

に
そ
の
児
童
の
母
等
に
支

給
さ
れ
る
。

厚
生
年
金
等
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
人
に
は
、
支
給
さ
れ
な
い
。

◎
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

義
務
数
育
を
終
る
前
ま
で
、
ま
た

は
二
十
才
未
満
の
心
身
に
障
害
の
あ

る
者
た
と
え
ば
、
父
母
が
離
婚
し
て
、

母
親
と
生
活
し
て
い
る
児
童
、
父
が

死
亡
し
た
児
童
な
ど
が
該
当
す
る
。

◎
所
得
の
制
限
が
あ
る

手
当
を
請
求
す
る
人
の
所
樽
が

一

定
額
以
上
あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
な
い
。

◎
手
当
の
額
と
手
当
の
支
払

手
当
の
額
は
、
児
童

一
人
の
時
、

一
五
、
六
0
0
円、

二
人
の
時
、

一

六
、
四
0
0
円

（八
0
0
円
加
算
）

支
払
は

一
年
三
回
に
分
け
て
、
五

月
、
九
月
、

一
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
郵
便

同
の
窓
口
で
支
払
わ
れ
る
。

◎
手
当
の
支
給
開
始
月

手
当
は
、
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

人
が
請
求
し
た
翌
月
分
か
ら
と
な
り

ま
す
。

（
町
民
課
）

飲 みません中を中庫に

しまうまで

菜この交通事故防止運動

12月10日～1月10日

12月10日か ら1月10日まで、年末・年始の交通事

故防止運動が行われます。

年末・年始に向って、お酒を飲む機会が多くなり

ますが、ちょっと一杯ぐらい……が思わぬ大事故に

つながります。

車を運転するかたは、飲んだら絶対に車を運転し

ない、また、一般のかたは運転者に絶対に酒を勧め

ないということを徹底してください。楽しいはずの

お正月が暗いものにならないようにお互いに気をつ

けましょう。


